
岡崎市における
都市農業に関する取組み

岡崎市経済振興部農務課
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岡崎市

愛知県の中央部
（山地と平野接点）
・徳川家康の生誕地
・八丁味噌󠄀発祥の地

 

N

2

岡崎市の概要

面積38,720 ha
人口約38万人
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岡崎市の概要

都市的地域

中間農業地域

山間農業地域

水と緑・歴史と文化が
保全される市街地区域

優良農地と住環境が
調和した農住環境保
全区域

自然環境や優良農地
の保全を図り無秩序
な市街地化を抑制す
る自然環境保全区域

水源環境機能を保全
し自然と交流するた
めの森林環境区域

岡崎市土地利用基本計画における区域図

営農類型図

緑被地



都市的地域
米・麦・大豆・いちご・なす・
豚・乳用牛 など

中山間地域
米・ぶどう・じねんじょ・栗
鶏・肉用牛・茶・ゆず など
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岡崎市の概要
農業産出額
①＋②＋③ 106.4

耕
種

小計 ① 37.5

米 13.1

麦 類 1.1

雑 穀 0

豆 類 0.8

いも類 0.2

野 菜 13.7

果 実 4.2

花 き X

工芸農産物 0.4

茶 0.4

その他作物 X

畜
産

小計 ② 68.5

肉用牛 4

乳用牛 3.2

生乳 2.9

豚 X

鶏 49.6

鶏 卵 49.5

ブロイラー -

その他畜産物 X

加工農産物 ③ 0.3

(億円）

第70次東海農林水産統計年報（令和４～５年）
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岡崎市の概要



本市の生産緑地地区は平成４年12月４日に都市計画決定で155haを指定したものの、
毎年約２～３ha程度解除され、令和５年の都市計画変更では約68haと、指定当時の半数
以下に減少している。
生産緑地地区やそれ以外の市街化区域内の農地等（以下、市街化農地とする）で構成

される都市農地は、新鮮な農作物の供給だけでなく、防災空間の確保、良好な景観の形成、
国土・環境の保全、農業体験の場の提供等、多様な機能の発揮が期待されている。この
ことから、都市農地は都市農業振興基本計画において、「宅地化すべきもの」から「ある
べきもの」へと位置付けが大きく転換され、保全する必要があるものと明確に示された。
したがって、本市において減少傾向にある生産緑地地区について、都市農地が持つ多様

な機能の観点から、追加指定を検討する必要が生じている。

１方針 (1)生産緑地地区とは

H4 H5 H7 H9 R1 R2 R3 R4 R5

生産緑地地区 155 154 152 150 80 77 76 14 8

特定生産緑地 60.3 59.6
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（いつでも買取り申出可能）
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特定生産緑地に

指定しない生産緑地

既に買取申出されている

数年以内に買取申出が予想される

1.6ha
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74.3 67.9～ ～ 60.3 59.6
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（R5.11末時点）

数年以内に買取申出が予想される

特定生産緑地に
指定しない生産緑地

生産緑地の現状
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都市計画運用指針
生産緑地地区は、雨水の貯留浸透等のグリーンインフラとしての機能を有する農地等の保全や
市街地の無秩序な拡大の抑制を図るために積極的に指定することが望ましい。

岡崎市都市計画
マスタープラン

特定生産緑地制度を積極的に活用するなどにより、生産緑地をグリーンインフラとして保全・活用
を図っていく。

自然環境が有する多様な機能を活用し持続可能で魅力ある都市づくりを進めるため、都市農地をは
じめとする市街化区域内の緑地の保全に努める。

岡崎市
立地適正化計画

生産緑地制度の活用による都市内農地保全を行い潤いある環境づくりを進める。

岡崎市農業振興

ビジョン2030
（岡崎市都市農業
振興計画）

都市農業の安定的な継続や多様な機能の発揮のため、計画的な都市農地の保全を図る生産緑地等の
積極的な活用を促進し、都市農地の活用を複合的に組み合わせて、農と住の調和するまちづくりを
目指す。

岡崎市

緑の基本計画

緑化重点地区 (※)内における貴重な緑地を生産緑地として可能な限り維持保全を行う。
立地適正化計画の策定によりまちなか居住が積極的に推進される中で、より高密化が進む市街地で
は良好な環境の確保、防災機能の確保、防災機能の維持といった緑のグリーンインフラ機能を十分
に活用するため、緑化の取組みを推進する必要がある。
※緑化重点地区（＝居住誘導区域）

持続可能で魅力ある都市づくりを進めるため、グリーンインフラ機能を
持つ都市農地を、生産緑地制度を活用して積極的に保全することが望ましい。

１方針

生産緑地地区や市街化農地を保全することについての関連計画

生産緑地・市街化農地を保全する計画
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農業振興に関する計画
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岡崎市都市農業振興計画 基本的方向

➊ 都市農業の農林産物を供給する機能の向上
➋ 都市農業の担い手の育成及び確保
➌ 都市農業が有する多様な機能の発揮
➍ 土地利用に関する計画等との整合
➎ 都市農業により生産された農林産物の地元におけ

る消費の促進
➏ 農作業を体験することができる環境の整備
➐ 学校教育における農作業の体験の機会の充実

❽ 市民の理解と関心の増進
❾ 都市住民による農業に関する知識及び技術の習得
の促進

❿ 調査研究の推進
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➊ 都市農業の農林産物を供給する機能の向上

・物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用
・「おかざき農業応援チケット」とは令和５年9月1日現
在に岡崎市に住民基本台帳のある方全員に1人
1,500円分のチケットを配付

・使用可能店舗は産直等で30店舗以上
・使用率は82.5%

・令和６年度は「おこめ券」を予定



➊ 都市農業の農林産物を供給する機能の向上

情報通信環境整備対策
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➋ 都市農業の担い手の育成及び確保

岡
崎
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
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❾ 都市住民による農業に関する知識及び技術の習得の促進



➋ 都市農業の担い手の育成及び確保

農業塾
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岡崎市主催
農業塾
有機農業塾（R6.9新規開設)

ＪＡあいち三河主催
第１農業塾
第２農業塾
いちご塾
なす塾
じねんじょ塾
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➋ 都市農業の担い手の育成及び確保

農福連携 農福連携
相談

件数

相談者別内訳 相談種別内訳

（農業者）
（福祉事業
所）

（マッチング相
談）

（その他）

R3 4件 （1件） （3件） （1件） （3件）

R4 19件 （12件） （7件） （12件） （7件）

R5 15件 （11件） （4件） （9件） （6件）

R6.6現在 3件 （0件） （3件） （1件） （2件）

ぶどうの笠かけ
等の作業

苗の運搬作業

ブルーベリーの
摘み取り作業

【農福連携相談窓口】
令和３年３月１日に農務課とＪＡあ
いち三河営農企画課に設置

栗拾い体験イベント補助
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➌ 都市農業が有する多様な機能の発揮
Ｒ１市民意識等実態調査結果
農業・農村のもつ多面的機能のなかで、特に重要だと思う役割
（特に重要なもの３つまで選択）
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9

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

雨水を一時的に貯めて洪水を防ぐ

田畑や水路が多様な生きもののすみかになる

作物や水田に貯められた水が土砂の流出を防ぐ

日々の作業を通じて土砂崩れを防ぐ

水田から浸透する水が地下水をつくり、川の流れを安定させる

澄んだ空気や水、四季の変化などが癒しや安らぎをもたらす

水田が周りの空気を冷やし暑さをやわらげる

農地や農作物などが美しい景観を保全する

農業や自然とのふれあいを通じて体験学習や教育の場になる

五穀豊穣のお祭りなど地域の伝統文化を伝える

医療・介護・福祉の場となる

岡崎市市民アンケート(N=786) 農業・農村の多面的機能及び棚田に関する意向調査(N=1,102) ※

※令和元年度 食料・農林水産業・農山漁村に関する意向調査（農林水産省）
（https://www.maff.go.jp/j/finding/mind/attach/pdf/index-15.pdf）

防災機能

防災機能

防災機能

https://www.maff.go.jp/j/finding/mind/attach/pdf/index-15.pdf
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➎ 都市農業により生産された農林産物の地元における消費の促進

・地消地産・消費者交流

農林業祭 乙川河川敷（例年11月）

ぶどうフェア

１５（いちご）の日の消費宣伝（JR岡崎駅）

・市内小中学校20校が有
機栽培した「法性寺ね
ぎ」を提供
・有機野菜を使用した鍋
チーム参戦



学校給食での取組み

〇米飯類

白飯：岡崎市産100％、小麦：一部愛知県産、岡崎市産

〇青果物・その他

学校給食センター・農務課・給食協会・市場・生産者・JAで

会議を行い県内・市内産野菜の出荷時期や出荷量を確認

〇牛乳：愛知県産

産地 R3 R4 R5

愛知県 55.26 54.85 54.98

（内岡崎市） (18.82) (18.02) (17.74)

【産地別食材購入割合実績】 （金額ベース：%）

➎ 都市農業により生産された農林産物の地元における消費の促進

全国平均55.4% 愛知県53.1% 



岡崎市 山田農園提供
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産地リレーへの理解

➎ 都市農業により生産された農林産物の地元における消費の促進

課題（地場産物調達の難しさ）



市内産有機にんじんを使用した給食

〇提供献立：のっぺい汁

〇提供人数及び使用量

学校給食
センター

提供日
（令和５年）

提供食数
にんじん使用量(kg)

小学校 中学校 合計

東部 12/4 10,862食 76 55 131

北部 12/6 8,909食 65 43 108

西部 12/7 7,816食 61 32 93

南部 12/8 6,999食 54 30 84

合計 ― 34,586食 256 160 416

〇関係者

 【市役所】学校給食センター、農務課、保健所

 【その他】給食協会（調理事業者）、生産者、市場、小中学校

〇市内産有機にんじん：有機JAS認証

➎ 都市農業により生産された農林産物の地元における消費の促進
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➏ 農作業を体験することができる環境の整備

市民農園の設置推進

【現状】
慣行：28農園501区画
有機：ゼロ

【将来計画】
慣行：1,000区画
有機：200区画

【農業支援センター】
市民農園の拠点化

↓

菜園都市岡崎

オーガニックシティおかざき
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➏ 農作業を体験することができる環境の整備

産直店舗「おかざき農遊館」内にある圃
場で秋の味覚 サツマイモ収穫体験

自然薯は粘りと甘味が強いことを特徴とし
ており、岡崎市のブランド化推進品目に指
定されているほか、愛知県から岡崎市の地
域産業資源としても認定されています。

岡崎市の自然薯は主に市内北部や東部等で
特産物として栽培されており、出荷時期は
11月初旬～翌年2月頃となっております。
岡崎市の自然薯の普及及び消費拡大に努め
ることを目的としてじねんじょ手掘り体験
を開催。

地元スーパーとの包括連携協定「農業振
興に関すること」(R6.7.4)
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➐ 学校教育における農作業の体験の機会の充実

花育推進事業

岡崎市花き温室園芸組合が市内小学校で花きの管理の仕方や愛知
県が花き生産量１位という内容を児童に説明します。

※令和６年度は岡崎市内5校の小学校で開催されました。
それぞれの学校に観葉植物 10鉢と花苗40ポットがプレゼントされ
ました。
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➐ 学校教育における農作業の体験の機会の充実

食育活動の一環として、岡崎市内にある小学校・聾学校・盲学校14校（約
850人）と有機肥料を使ったバケツ稲の栽培に今年から初めて取組みます。

岡崎市が地域ぐるみで有機農業に取組む「オーガニックビレッジ」を言したこ
とに伴い、幅広く有機による循環型農業について体験することが目的。
岡崎市、NPO法人おかざき農遊会と連携し、5月中旬から各小学校に出向き
土作り、田植え、稲刈り、脱穀・精米のサポートを続けます。

有機バケツ稲づくり



郷土料理や郷土に関連した給食メニューの提供 【啓発資料】

郷土料理「煮みそ」 家康公メニュー ブランド鶏「岡崎おうはん」

➐ 学校教育における農作業の体験の機会の充実



市内産有機にんじん提供に関する食育

〇おかざき健康・食育だより

「まめ吉通信」による特集

〇栄養教諭による食育指導

〇給食時間の放送で市内産有機

にんじんを紹介

➐ 学校教育における農作業の体験の機会の充実
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農業者の高齢化・耕作放棄地の増加（市内農地の約35% 約460ha）

CO2ゼロエミッション化、持続可能な農業、付加価値向上、
地域のイメージアップ

（出典：農林水産省）

計画Ｐ6・16❽ 市民の理解と関心の増進
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❽ 市民の理解と関心の増進

家康公生誕の地として、江戸のまちのシステムを活かした

有機農業産地づくりを目指し、食・環境・産業の好循環を実現

● 地域での活動を中心とした循環型の社会
● 持続可能な社会：低炭素 自然共生

with家康公after大河

フード(Food)

ケア(Care)
エネルギー
(Energy)

持続可能な
フードシステ
ムの構築

地域福祉の展開
農福連携 再生エネル

ギーの普及

地域づくり
都市農村共生社会

有機FEC自給圏

持続可能な農業
水源地の農地
を守り、市全
体として、農業
の有する多面
的機能の維
持・発揮を図
る。

有機農業産地づくり

(FECとは、経済評論家の故内橋克人氏が提言した構想)
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（天に続く道）

持続可能な食料システム
持続可能な農業

自給圏の形成（自給率向上）
食料安全保障


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17: 学校給食での取組み
	スライド 18
	スライド 19: 市内産有機にんじんを使用した給食
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25: 市内産有機にんじん提供に関する食育
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28

